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2023年度 最終 1月 

東大本番レベル模試 
日本史・採点基準 

◆論述問題・共通の基準◆ 

１．採点基準においては加点要素を，３点のものはアミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下線□□で，

それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >）内に示した事項に内容が反して

いないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 

２．加点要素に直接関係している歴史用語等（太字で表示）について，①誤字・略字を含む表記，②漢字で記すべき語句の

ひらがな・カタカナ表記，③漢数字を含む語句への算用数字をもちいた表記は，原則として当該加点要素の配点から漢字

1 文字分につき１点減点とするが，同一語句・文字がくりかえし不適正な形で表記されている場合は，それぞれを減点の

対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。④脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点とする。 

３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

４．加点要素の合計が配点を超えているが，各問とも配点を満点としてこれを超える得点は与えない。 

配点を上回る加点要素の設定は，東大本試・日本史で求められる，文章等で提示された具体的事象の抽象化や抽象的表

現の具体化に応じた答案を，より適正に評価することを意図した措置である。 

◆論述問題・採点基準上の記号◆ 

１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案構成において明白にされていれば必ずしも記されていなくても良い 

２.<    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案構成において明白にされていれば必ずしも記されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 
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第１問 班田制の展開と税制の変化 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

・ 

◎７世紀 

a 改新の詔で班田収授の方針が示された ………３点以内 

b 庚寅年籍の作成を経て班田が実施された ………３点以内 

◎８世紀に整備された税制 

c 人頭税中心だった ………３点以内 

◎班田制 

d 班田は生活保障の意味をもった ………２点以内 

◎８世紀 

e 口分田が不足した ………２点以内 

◎「天平十五年の格」 

f 墾田永年私財法 ………３点以内 

g 墾田の掌握を可能とする法だった ………２点以内 

h 班田制を補う法だった ………２点以内 

i 班田制を均田制に近づける法だった ………２点以内 

◎９世紀 

j 偽籍で班田制の維持が困難化した ………３点以内 

◎10世紀 

k 班田制が放棄された ………２点以内 

l 税制が土地税中心に変化した ………３点以内 

 

第２問 14～15世紀の対外関係 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

Ａ 

◆加点要素の合計点１２点→６点満点◆ 

◎朝廷の判断 

a 倭寇の禁圧は不可能とした ………３点以内 

b 南朝が九州を制圧していたことによる ………３点以内 

◎幕府の判断 

c 将軍が外交に関わることは不可能とした ………３点以内 

d 将軍が天皇の臣下であることによる ………３点以内 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１８点→９点満点◆ 

◎「当時の将軍」 

a 足利義持 ………２点以内 

b 日明国交を中断した ………２点以内 

c 皇帝の臣下となることを嫌った ………２点以内 

d 「日本国王臣源」を称することを嫌った ………３点以内 

e 朝貢形式の貿易を嫌った ………２点以内 

◎「この事件」 

f 応永の外寇 ………２点以内 

g 明との緊張関係下で発生した ………２点以内 

h 元・高麗による蒙古襲来を想起させた ………３点以内 
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第３問 元禄金銀と元文金銀  

◆加点要素の合計点２７点→１５点満点◆ 

・ 

◎勘定吟味役の建議にもとづく貨幣改鋳 

a 荻原重秀の建議にもとづく元禄金銀への改鋳 ………３点以内 

b 改鋳差益の獲得を目的とした ………３点以内 

◎元文金銀への改鋳 

c 大岡忠相の建議にもとづく ………３点以内 

d 米価を引き上げることを目的とした ………３点以内 

e 江戸の物価を引き下げることを目的とした ………３点以内 

f 江戸が金貨経済圏であることをふまえた ………３点以内 

g 大坂が銀貨経済圏であることをふまえた ………３点以内 

h <江戸が>大坂からの物資移入において有利になるようにしたものだった ………３点以内 

i 金高銀安をもたらそうとしたものだった ………３点以内 

 

第４問 近現代の市町村合併と地方行政 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

Ａ 

◆加点要素の合計点１６点→８点満点◆ 

◎「明治の大合併」 

a 松方財政による不況を背景とした ………３点以内 

◎「内務大臣のもとで制定された法」 

b 市制 ………２点以内 

c 町村制 ………２点以内 

d 山県有朋のもとで制定された ………２点以内 

e 条約改正への寄与が意図された ………２点以内 

f 地方自治制の整備が意図された ………１点以内 

g 帝国議会の開設前に地方制度を整備することが意図された ………２点以内 

h 地方有力者を担い手とする地方制度を整備することが意図された ………２点以内 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１４点→７点満点◆ 

◎占領期 

a 地方自治法が制定された ………２点以内 

b 知事・市町村長が公選となった ………３点以内 

c シャウプ勧告において市町村合併を促された ………３点以内 

◎「平成の大合併」 

d 平成不況を背景に実施された ………３点以内 

e 国の人口減少を背景に実施された ………２点以内 

f 都市への人口集中を背景に実施された ………１点以内 


